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１．法人の概要 

 

（１）学校法人の沿革 

 

1930 （昭和 5 年） 東京高等技芸学院設立 

1945 （昭和 20 年） 市ヶ谷から恵比寿新校舎に移転 

1955 （昭和 30 年） 直系校 180 校余に達し、財団法人から学校法人へ 

           学校法人設立認可（昭和 30 年 6 月 22 日） 

1964 （昭和 39 年） 校名を「東京服飾アカデミー」に改称 

1970 （昭和 45 年） 創立 40 周年を迎え、迎賓館で祝賀式を開く 

1974 （昭和 49 年） 校舎を北欧風建物に改築 

1976 （昭和 51 年） 専修学校法の施行により、専門学校に昇格 

           専修学校認可（昭和 51 年 8 月 1 日） 

1980 （昭和 55 年） 創立 50 周年 

東京プリンスホテルにて祝賀式を開く 

1990 （平成 2 年） 創立 60 周年を期して、校名を「東京ファッションアカデ

ミー」に改称 モデル専攻科 新設開講 

1995 （平成 7 年）  創立 65 周年 恵比寿ガーデンプレイスにて祝賀式を開く 

1997 （平成 9 年） 校名を「専門学校 東京メディアアカデミー」に改称 

声優・ボーカル科を新設開講 

2000 （平成 12 年） 創立 70 周年 

恵比寿ガーデンプレイスにてファッションショー、ウェス

ティンホテルにて祝賀式を開く 

2005 （平成 17 年） 創立 75 周年 

2008 （平成 20 年）  声優の育成に特化した単科の専門学校として声優・ボーカ

ル科を声優養成科と改称 

2012 （平成 24 年） 校名を「専門学校 東京声優アカデミー」に改称 

2021 （令和 3 年） 校名を「専門学校 東京声優・国際アカデミー」に 

改称予定【認可申請中】 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（２）設置する学校の定員・在籍状況 

【法人】 

  法人名   学校法人 東京メディアアカデミー 

  法人認可  昭和３０年６月２２日 

所在地   東京都渋谷区恵比寿南３－１－５ 

代表者   市原 光敏 

【設置する学校】 

  学校名   専門学校 東京声優アカデミー 

  認可日   昭和５１年８月１日 

  所在地   東京都渋谷区恵比寿南３－１－５ 

 

 

【入学定員・学生数の状況（元年５月１日現在）】 

課程名 学科名 

修業

年限 

昼夜

の別 

入学

定員 

総定員 在籍者 

芸術・文化

専門課程 

声優養成科 ２年 昼 １５０ ３００ １１９ 

 

 

【授業料】 

      学       科       名   授 業 料 （年 額） 

 

声  優  養  成  科  

（芸術・文化専門課程） 

 

１年次 ６８０，０００円 

２年次 ７６０，０００円 

＊他に維持費として年額２２０，０００円、教材・研修費等として 

年額９０，０００円を納める。 

 

 



（３）役員・教職員の概要 

【役員】    理事   ６名（常勤４名・非常勤２名） 

      監事   ２名（非常勤２名） 

評議員 １３名（常勤３名・非常勤１０名） 

 

【教職員】（令和元年５月１日現在） 

  専任教員   ９名 

  兼任教員  １５名 

 職  員  １１名 

 

 

（４）教育用施設の概要 

【校地及び校舎】 

     所在地 東京都渋谷区恵比寿南 3-1-5 

 構 造   

（建物全体） 鉄骨鉄筋コンクリート地下１階付９階建 

 （所有区分） 地下１階及び地上１、２、３階を区分所有 

校地 

 総 面 積 専 用 備 考 

校   地 ４０７．７４㎡ ４０７．７４㎡  

その他の部分 ８６．１８㎡ ８６．１８㎡ 

収益事業部 

（駐車場 ７台） 

合 計 ４９３．９２㎡ ４９３．９２㎡  

 

 校舎 

 総 面 積 専 用 備 考 

校 舎 １，５２６．１８㎡ １，５２６．１８㎡  

その他の部分    ２２４．５３㎡    ２２４．５３㎡ 収益事業部 

 



２．事業の概要 

（１）教育理念・教育方針 

【教育理念】 

 当校は手作り教育の実現する「技・感・美」三位一体の教育理念を掲げていま

す。プロの表現者として要求される技術、グローバル化する社会で、様々な人

たちと関わり学んでいく感性、心の内側から外見に及ぶトータルな美学を掲

げ、この三つをバランスよくカリキュラムに取り入れ、技術や感性を磨き、社

会人としての教養やマナーを身につけ、より社会に有用な人材を育成すること

を目的としています。 

 

 

 

 

 

 

【教育方針】 

声優養成科  教育の基本となる、「人と人とのコミュニケーション」を基に、 

毎日の挨拶を重視し、社会人としてのコミュニケーション能力向上に向け指導する。 

 

 

 



（２）令和元年度 事業報告及び取組み 

 

声優養成科にあっては、平成９年４月に声優養成科を開設して２２年が経過し

た。平成２４年度に声優養成単科校として「専門学校 東京声優アカデミー」と

校名変更し９年目になる。本年３月卒業生の２２期生（平成３０年度入学）は夢

と希望をもって各業界事務所へと巣立っていった。 

在学中の２年間にあっては担任・職員・講師等の努力と熱意と深い絆により充

実した学校生活を送ったと考えている。令和２年度の入学予定者は７６名（昨年

７１名）男子２３名・女子５３名である。 

就職内定率と大学進学の希望者が多く又２０１８年問題等で他校においても

定員の確保に苦慮している中で、昨年よりも応募数及び入学者数が多少なり増加

したことは職員一丸となって広報活動に最善を尽くした結果といえる。 

 

１、本年中のインターンシップの活動について 

 

  当校では在校中から仕事デビューとして、インターンシップ制度を継続してお

り、卒業後に即戦力として活躍できるように、実際のプロの現場で経験を積むチ

ャンスを設け、ラジオやナレーション等で実際に声優等の仕事を経験させ、在校

生のやる気と実力アップを目指しているものである。 

 （１）動画配信番組「和田昌之と金子有希のＷＡＤＡＸ Ｒａｄｉｏ」に顔出し

出演等（文化放送超Ａ＆Ｇ＋にて放送） 

 （２）ラジオ番組「ＲＡＤＩＯ ＵｎｏＺｅｒｏ」に声優、井口裕香と「東京声

優アカデミーチャレンジ」コーナー等で出演（文化放送地上波で放送） 

 （３）ビジネスマナー教育用動画教材映像のキャラクター担当及びナレーション

等への出演 

 （４）テレビＣＭをはじめ、大手企業の商品プロモーションや商品解説等、幅広

いナレーションを担当 

 （５）なかのＺＥＲＯ・小ホールにおいて開催された、８１プロデュース主催の

第１３回「８１オーディション」において、当校２年男子生徒が応募人数

２０５６名（最終選考参加数２１名）の中から「特別賞」「文化放送賞」

「小学館賞」を同時受賞した。 

（６）「トクナナ」ドラマＣＤやＴＶアニメに出演（ＡＴ－Ｘ・ＴＯＫＹＯ ＭＸ 

    サンテレビ他）２０１９年１０月６日より放送 

（７）世界で初めての声優によるバスケットボールリーグ（ＪＢＡ公認）協力

の基に誕生した ＜声優Ｊｒバスケ３×３ ＳＪ３．ＬＥＡＧＵＥ＞ に本

校（チーム名「ＴＳＡｎｊｅｌ」）が参加し、１０月６日の第３回大会に

出場し善戦した。 



 

  国際コミュニケーション学科にあっては、令和２年度開校予定であり、４月よ

り開校準備要員として職員３名と顧問１名を採用し、認可については職員一丸と

なって推進した結果、令和元年８月１日「国際コミュニケーション学科」が認可

された。留学生募集にあっては、都内日本語学校を訪問し、当校の教育方針に理

解ある日本語学校進路担当者からの学生推薦等により優秀な留学生の確保に努

めている。又、日本語学校に在校中の留学生（中国・ベトナム・フイリピン・モ

ンゴル・韓国・台湾等）を対象に都内で開催されたイベント会場に赴き、学生募

集の広報活動を積極的に行った。 

当校ホームページ等による広報活動の強化と高校訪問により学校の知名度を

上げることによって日本人学生の受験応募活動を強化した。留学生の受験応募数

については声優養成科とは異なり、毎年２月から３月末までの期間に応募数が増

える傾向にあった。今回の選考試験の結果１６名（男子８名・女子８名）が２０

２０年 4 月入学予定である。 

又、各授業担当講師については１７名を採用した。新学科について大学元教授

や現役講師等各界の有識者、著名人から賛同を得られ、特別講師等で講演参加を

得ている。職員一丸となって、新学科の開校に向け全力を尽くす考えである。 

 

本年度は、教育活動や学校運営の標準化と改善を強化推進するため、校長のリー

ダーシップのもと自己評価を進めてきたところである。設定目標と具体的計画等

については、その達成状況や取り組みの等の適正化を各職員が業務を通じて得た

情報や資料を収集・整理し改善方策等について学校自己評価委員会において報告

された。又、学校関係者評価委員会（有識者３名）において、達成状況及び取り

組みの適正化等を本年度の学校自己評価として説明報告した。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（３）教育活動（学校行事） 

 

４月   入学式             

         新入生オリエンテーション及び防災説明    

前期授業開始      

             課外活動１．２年合同リクリエーション    

    ５月   インターンシップ  

６月   前期模擬オーディション（２年生）   

７月   新入生健康診断         

   各週 各授業の発表会   

事務所ガイダンス  

         オープンキャンパス学生スタッフオーディション 

         前期審査会（１年生） 

         夏休み         

   講師会  

８月   Ｔ－１グランプリ リハーサル 

第１回 AO セミナー         

９月    全校生・講師・教員対象の防災訓練 

  Ｔ－１グランプリ開催（１年生）      

Ｔ－１グランプリ開催（２年生）    

１０月  後期模擬オーディション（２年生） 

     卒業公演ボーカルオーディション 

     卒業公演合同演目オーディション    

１１月  ボイスサンプルの収録 

     卒業公演 MC オーディション 

     第２回 AO セミナー 

１２月  後期審査会（１年生） 

     卒業公演の追加講義 

    １月  ラブレターズ朗読劇 発表（１年生） 

        ２年生特別授業  

       卒業公演 

   ２月    事務所学内オーディション 

       第３回 AO セミナー 

   ３月   卒業式 

       講師会 

※毎月指定日に体験入学・春・夏期講習・ＡＯ講習・学校説明会等開催 



（４）環境改善（改修工事等） 

 

１. 地下／Ｂ教室及び廊下、１階／事務所及び廊下、２階／２０３教室・２０５教

室及び廊下、３階／３０５教室・３０６教室・３０７教室・３０８教室・３０

９教室及び廊下と中央階段ロビー側階段、１階～３階のタイル床の剥離清掃作

業。 

２. ２０１教室の木製床の補修研磨改装工事 

３. スタジオ内の壁・天井部の改修工事 

４. スタジオ内の照明器具・照明ライン設備の改装工事 

５. スタジオ内のモニターの増設及び椅子等の備品設備の入れ替え 

６. 全教室・事務所の冷暖房機器及び内部部品の業者清掃作業 

７. 中央階段１～３階の非常灯をＬＥＤ照明に交換 

８. 自動体外式除細動器（ＡＥＤ）機器の期限交換（事務所設置） 

９. 学校玄関内のロゴ及びデザイン文字の改修工事 

 

  国際コミュニケーション学科新設に当たり、学校施設改修と防災設備の改善等・

又、感染症予防の衛生環境の強化と校内環境の改善を図り、新年度に向け、国際

コミュニケーション学科の留学生受け入れ事業については、声優養成科職員一丸

となり両輪で臨むことで、在校生の学習意欲向上の機会に貢献できると考える。 

 


